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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 11,967,296 11,296,572 23,711,783

経常利益 （千円） 911,347 641,209 1,764,612

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 599,664 442,799 1,040,220

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 740,064 369,366 1,301,506

純資産額 （千円） 15,140,736 15,796,374 15,553,800

総資産額 （千円） 21,380,840 21,971,686 22,190,347

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 36.66 27.02 63.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 35.64 26.24 61.77

自己資本比率 （％） 70.3 71.4 69.6

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,049,067 535,589 2,467,355

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △112,421 △651,195 △209,285

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △164,255 △163,219 △327,575

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 2,711,085 3,579,551 3,887,377

 

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日

至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日

至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.31 18.97

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

 

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社１社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における事業環境は、政府の景気対策の効果もあり緩やかな回復基調で推移いたしま

した。しかしながら、新設住宅着工におきましては、やや明るさが見え始めるものの、企業間の価格競争は激しさ

を増し、依然として厳しい状況が続いております。

　このような状況のなかで、当社グループは、３カ年中期経営計画「The　Next　Stage　80　～新たな挑戦～」の

達成に向け、お客様への新たな価値の提供をめざした強固な事業基盤づくりに取り組んでおります。

　商品面では、安全・安心、快適、環境面からのニーズや生活スタイルの変化に対応した商品開発に取り組み、本

年７月に浴び心地の良い「オーバーヘッドシャワー」や、８月に360度どこから見ても美しいフォルムにこだわっ

た「グースネック水栓」を市場に投入いたしました。

　営業面では、お客様との接点を拡げるため本年４月に京滋出張所を新設、７月に鹿児島出張所を営業所に昇格さ

せ、営業体制を「４支社15営業所３出張所」に拡充し、販売とアフターサービスの両面からより地域に根ざした営

業活動を推し進めております。また、７月に札幌営業所を幹線道路沿いへ移転するとともに物流倉庫を併設し、道

内翌日配送できる物流体制を整備いたしました。

　生産面では、ＫＰＳ（KVK　Production　System）活動を柱に、あらゆる無駄を排除し、コスト競争力の強化を

推進いたしました。出荷に合わせて必要な物をタイミングよくつくるため、受注から調達・生産・出荷・納品まで

の全工程のモノと情報の“見える化”を追求し、受注の変動に柔軟に対応できる最適生産体制づくりに取り組んで

おります。

　当第２四半期連結累計期間における連結業績につきましては、住宅市況の回復の遅れが影響し、売上高は112億

96百万円（前年同期比5.6％減）となりました。利益面につきましては、グループ一丸となって調達コストや経費

の削減などトータルのコスト管理を強化し、固定費・変動費の引き下げに努めたものの、売上高の減少による影響

を吸収しきれず営業利益は５億83百万円（前年同期比35.8％減）、経常利益は６億41百万円（前年同期比29.6％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億42百万円（前年同期比26.2％減）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、次に述べる売上高はセグメント間の内部売上高を含めて記

載しております。

　日本におきましては、企業間の価格競争による影響で市況は厳しく、売上高は113億45百万円（前年同期比5.8％

減）となりました。また、固定費・変動費の引下げに努めたものの、売上高の減少により営業利益は７億40百万円

（前年同期比32.3％減）となりました。

　中国におきましては、日本向けの輸出売上が減少したことで、売上高は25億63百万円（前年同期比7.9％減）と

なりました。その一方で、販売価格の見直しにより、営業利益は１億83百万円（前年同期比37.0％増）となりまし

た。
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(2) 財政状態の分析

　資産は、前連結会計年度末に比べ２億18百万円減少し、219億71百万円となりました。これは主に現金及び預金

が３億７百万円減少したことによります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ４億61百万円減少し、61億75百万円となりました。これは主に支払手形及び買

掛金が１億１百万円、未払法人税等が１億64百万円減少したことによります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ２億42百万円増加し、157億96百万円となりました。これは主に親会社株主

に帰属する四半期純利益４億42百万円及び剰余金の配当１億47百万円によるものです。この結果、自己資本比率は

71.4％（前連結会計年度末は69.6％）となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

３億７百万円減少し、35億79百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは５億35百万円の収入（前年同期比５億13百万円の収入減）となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益６億28百万円、売上債権の減少１億62百万円、たな卸資産の減少１億30百万

円、法人税等の支払額３億60百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは６億51百万円の支出（前年同期比５億38百万円の支出増）となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出６億26百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは１億63百万円の支出（前年同期比１百万円の支出減）となりました。これ

は主に配当金の支払額１億47百万円によるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億80百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,241,000

計 46,241,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,531,157 16,531,157

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は1,000株で

あります。

計 16,531,157 16,531,157 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

 　　当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成27年６月24日

新株予約権の数（個） 　　　　　　　　　　　　　　　　49

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　　　　　　　　　　　　　　　　－

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 　　　　　　　　　49,000　（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　　　　　　　　　　　１　（注）２

新株予約権の行使期間
　　　　　　　自　平成27年７月17日

　　　　　　　至　平成57年７月16日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式

の発行価格及び資本組入額（円）

　　　　　　発行価格　　　　　　１

　　　　　　資本組入額　　（注）３

新株予約権の行使の条件

　新株予約権者は、新株予約権を割当てる日の翌日

から30年以内の期間内において、当社の取締役及び

監査役が当社の役員の地位を喪失したとき、新株予

約権を行使できるものとし、この場合、新株予約権

者は、地位を喪失した日の翌日である「権利行使開

始日」から10日を経過する日までの期間に限り、新

株予約権を行使することができるものとする。

　新株予約権者が死亡した場合、相続人が新株予約

権を行使することができる。但し、この場合、相続

人は新株予約権者が死亡した日の翌日から10ケ月を

経過する日までの期間に限り、新株予約権を行使す

ることができる。

　その他の新株予約権の行使条件については、定時

株主総会および当社取締役会決議に基づき、当社と

対象取締役及び対象監査役との間で締結する新株予

約権割当契約書に定めるところによるものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権の譲渡、質入その他の処分について

は、当社取締役会の承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 　　　　　　　　　　　　　　　　－

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事

項
　　　　　　　　　　　　　（注）４

 

EDINET提出書類

株式会社ケーブイケー　（商号　株式会社　ＫＶＫ）(E01434)

四半期報告書

 5/20



 （注）１．当社が株式分割（株式無償割当を含む。以下、株式分割の記載に同じ。）又は株式併合を行う場合には、次

の算式により目的となる株式数を調整するものとする。

　但し、かかる調整は本新株予約権のうち、当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株式

数についてのみ行われ、調整による１株未満の端数は切り捨てるものとする。

 

調整後株式数＝調整前株式数×分割（又は併合）の比率

 

　また、当社が、合併、会社分割、株式交換又は株式移転（以下「合併等」という。）を行う場合、その他

株式数の調整が必要な場合には、当社は、合併等の条件等を勘案の上、新株予約権の目的である株式の数に

ついて、合理的な範囲で必要と認める調整を行うことができる。

 

２．割当日後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により調整し、調整により生じる１円未満

の端数は、これを切り上げるものとする。

 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

 

　また、割当日後、当社が時価を下回る価額で新株式の発行又は当社が保有する自己株式の処分を行う場合

（新株予約権の行使により新株を発行する場合を除く。）には、行使価額を次の計算式により調整し、調整

の結果生じる１円未満の端数は、これを切り上げるものとする。

 

調 整 後

行使価格

 

＝

 

調 整 前

行 使 価 格

 

×

 

既発行株式数＋
新 規 発 行 株 式 数 ×１ 株 当 た り 払 込 金 額

新規発行前の株価

既 発 行 株 式 数 ＋ 新 株 発 行 に よ る 増 加 株 式 数

 

　上記計算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済普通株式総数から当社が保有する普通株式にか

かる自己株式数を控除した数とし、自己株処分を行なう場合には「新規発行」を「自己株式の処分」、「１

株当たり払込金額」を「１株当たり処分金額」と読み替えるものとする。

　さらに、上記のほか、割当日後、当社が合併等を行なう場合、その他行使金額の調整が必要な場合には、

当社は、行使価格について、合理的な範囲で必要と認める調整を行なうことができる。

３．①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数は、これを

切り上げるものとする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は上記①記載の資本金等増

加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

４．当社が合併（合併により当社が消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換及び株式移転（以

下「組織再編行為」という。）をする場合には、組織再編行為の効力発生の時点において行使されておらず

かつ当社により取得されていない新株予約権の新株予約権者に対し、当該新株予約権に代えて、それぞれの

場合につき、会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」とい

う。）の新株予約権を以下の条件に基づき交付するものとする。但し、以下の条件に沿って再編対象会社の

新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又

は株式移動計画において定めた場合に限るものとする。

①　交付する再編対象会社の新株予約権の数

 新株予約権者が保有する新株予約権の数を基準に、組織再編行為の条件等を勘案して合理的に決定され

る数とする。

②　交付する新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

 再編対象会社の普通株式とする。

③　交付する新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

 組織再編行為の条件等を勘案して合理的に決定される数

④　交付する新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

 行使価額を基準に組織再編行為の条件等を勘案して合理的に決定される価額に、交付する新株予約権１

個当たりの目的である再編対象会社の株式の数に乗じて得られる価額とする。
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⑤　交付される新株予約権の行使期間

 新株予約権の行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、新株予約権の行

使期間の末日とする。

⑥　交付する新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する

事項

新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

（ⅰ）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条

第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数

は、これを切り上げるものとする。

（ⅱ）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記（ⅰ）記載

の資本金等増加限度額から上記（ⅰ）に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

⑦　交付する新株予約権の行使の条件

 新株予約権の行使の条件に定めるところと同様とする。

⑧　交付する新株予約権の取得

会社が新株予約権を取得することができる事由及び取得の条件

（ⅰ）当社は、新株予約権者が、権利行使する前に、禁錮以上の刑に処せられたとき又は当社若しくは当

社子会社の就業規則により降格以上の制裁を受けたときには、その新株予約権を無償で取得することが

できる。

（ⅱ）新株予約権者が、本契約の規定に違反したとき、その他、当社との間の信頼関係を著しく損なう行

為のあったと当社が認めたときは、当社は、その新株予約権を無償で取得することができる。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
― 16,531,157 ― 2,831,425 ― 2,999,825

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社北村興産 岐阜県岐阜市黒野320番地の１ 2,264 13.70

株式会社十六銀行 岐阜県岐阜市神田町８丁目26番地 800 4.83

岐阜信用金庫 岐阜県岐阜市神田町６丁目11番地 747 4.51

ＫＶＫ取引先持株会
岐阜県岐阜市黒野308番地

 株式会社ＫＶＫ内
591 3.57

元気なぎふ応援基金 岐阜県岐阜市今沢町18番地 539 3.26

北　村　博　志 岐阜県岐阜市 537 3.24

北　村　嘉　弘 岐阜県岐阜市 529 3.20

末　松　容　子 岐阜県岐阜市 515 3.11

渡辺パイプ株式会社 東京都中央区築地5丁目6番10 447 2.70

ＫＶＫ従業員持株会
岐阜県岐阜市黒野308番地

 株式会社ＫＶＫ内
425 2.57

計 ― 7,396 44.74
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 113,000
―

１（１）②発行済株式の

「内容」欄に記載のとお

りであります。

完全議決権株式（その他） 普通株式　　16,238,000 16,238  同上

単元未満株式 普通株式　　　 180,157 ― ―

発行済株式総数 16,531,157 ― ―

総株主の議決権 ― 16,238 ―

　（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が530株が含まれております。

       ２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式588株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

株式会社ＫＶＫ
岐阜市黒野308番地 113,000 ― 113,000 0.68

計 ― 113,000 ― 113,000 0.68

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から

平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人アンビシャスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,887,377 3,579,551

受取手形及び売掛金 6,394,578 6,405,676

電子記録債権 2,343,754 2,239,316

商品及び製品 821,911 735,880

仕掛品 737,169 714,569

原材料及び貯蔵品 1,221,324 1,179,116

その他 452,968 449,061

貸倒引当金 △15,370 △14,370

流動資産合計 15,843,713 15,288,802

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 1,774,962 1,744,312

土地 1,639,327 1,633,726

その他（純額） 1,906,312 2,275,432

有形固定資産合計 5,320,601 5,653,471

無形固定資産 354,020 331,789

投資その他の資産   

投資有価証券 379,174 375,334

退職給付に係る資産 164,213 197,604

その他 128,687 124,747

貸倒引当金 △64 △64

投資その他の資産合計 672,011 697,622

固定資産合計 6,346,633 6,682,883

資産合計 22,190,347 21,971,686
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,935,831 1,834,046

電子記録債務 2,474,838 2,438,995

未払法人税等 372,745 208,383

その他 1,650,562 1,503,276

流動負債合計 6,433,977 5,984,703

固定負債   

退職給付に係る負債 65,454 67,678

その他 137,114 122,929

固定負債合計 202,569 190,608

負債合計 6,636,547 6,175,311

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,831,425 2,831,425

資本剰余金 2,999,825 2,999,825

利益剰余金 9,366,536 9,642,824

自己株式 △91,365 △58,182

株主資本合計 15,106,420 15,415,892

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 69,986 65,708

為替換算調整勘定 316,721 244,832

退職給付に係る調整累計額 △48,748 △46,015

その他の包括利益累計額合計 337,958 264,526

新株予約権 109,420 115,956

純資産合計 15,553,800 15,796,374

負債純資産合計 22,190,347 21,971,686
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 11,967,296 11,296,572

売上原価 8,841,585 8,482,667

売上総利益 3,125,710 2,813,904

販売費及び一般管理費 ※１ 2,216,741 ※１ 2,230,652

営業利益 908,969 583,252

営業外収益   

受取利息 389 1,169

受取配当金 3,864 4,236

為替差益 － 28,113

受取賃貸料 18,899 15,289

作業屑売却益 10,632 14,452

貸倒引当金戻入額 4,968 1,000

その他 11,344 20,363

営業外収益合計 50,099 84,625

営業外費用   

売上割引 19,558 18,684

為替差損 26,089 －

その他 2,074 7,983

営業外費用合計 47,721 26,668

経常利益 911,347 641,209

特別利益   

固定資産売却益 1,797 －

特別利益合計 1,797 －

特別損失   

固定資産売却損 6 763

固定資産除却損 4,450 11,632

特別損失合計 4,456 12,396

税金等調整前四半期純利益 908,688 628,813

法人税、住民税及び事業税 284,303 190,016

法人税等調整額 24,720 △4,001

法人税等合計 309,023 186,014

四半期純利益 599,664 442,799

親会社株主に帰属する四半期純利益 599,664 442,799
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 599,664 442,799

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 18,267 △4,277

為替換算調整勘定 123,148 △71,888

退職給付に係る調整額 △1,015 2,733

その他の包括利益合計 140,400 △73,432

四半期包括利益 740,064 369,366

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 740,064 369,366
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 908,688 628,813

減価償却費 347,854 322,805

株式報酬費用 22,100 20,433

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △31,318 △33,391

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 582 2,223

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,903 △1,000

受取利息及び受取配当金 △4,836 △6,001

支払利息 19,558 18,684

為替差損益（△は益） 17,575 7,170

有形固定資産売却損益（△は益） △1,791 763

有形固定資産除却損 4,450 11,632

売上債権の増減額（△は増加） 1,098,548 162,791

たな卸資産の増減額（△は増加） △181,025 130,626

仕入債務の増減額（△は減少） △622,477 △82,219

その他の資産の増減額（△は増加） 20,624 7,267

その他の負債の増減額（△は減少） 14,609 △282,024

小計 1,607,238 908,575

利息及び配当金の受取額 4,808 6,103

利息の支払額 △19,558 △18,684

法人税等の支払額 △543,421 △360,404

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,049,067 535,589

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △353,445 △626,498

有形固定資産の売却による収入 256,726 9,096

投資有価証券の取得による支出 △2,371 △2,404

その他の支出 △13,331 △31,389

投資活動によるキャッシュ・フロー △112,421 △651,195

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △15,586 △14,911

ストックオプションの行使による収入 － 67

自己株式の取得による支出 △1,395 △1,102

配当金の支払額 △147,273 △147,272

財務活動によるキャッシュ・フロー △164,255 △163,219

現金及び現金同等物に係る換算差額 25,447 △29,001

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 797,838 △307,826

現金及び現金同等物の期首残高 1,913,247 3,887,377

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 2,711,085 ※１ 3,579,551
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結

財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表

及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

 

（追加情報）

　従来、従業員社宅について、借上物件は支払家賃を「販売費及び一般管理費」に計上し、従業員より収受する

受取家賃を「営業外収益」の「受取賃貸料」に計上しておりましたが、費用負担の実態を明確にし、損益区分を

より適正とするために、第１四半期連結会計期間より当該受取家賃を「販売費及び一般管理費」の支払家賃の控

除項目として処理する方法に変更しております。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の損益計算書において、「営業外収益」の「受取賃貸料」に含めて表示

していた17,631千円は、「販売費及び一般管理費」から控除する組み替えを行っております。

　なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

　　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

給料及び手当 817,391千円 830,475千円

退職給付費用 14,121 15,318

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 　　　　　　　　2,711,085千円 　　　　　　　　3,579,551千円

現金及び現金同等物 　　　　　　　　2,711,085 　　　　　　　　3,579,551

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日 至　平成26年９月30日）
１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 147,207 9  平成26年３月31日  平成26年６月26日 利益剰余金

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と
なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月29日
取締役会

普通株式 147,187 9  平成26年９月30日  平成26年12月５日 利益剰余金

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日 至　平成27年９月30日）
１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 147,170 9  平成27年３月31日  平成27年６月25日 利益剰余金

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と
なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月29日
取締役会

普通株式 147,758 9  平成27年９月30日  平成27年12月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、給水栓・給排水金具・継手及び配管部材の製造・加工・仕入れ及び販売を主事業とする専
門メーカーで、当社及び中国大連の子会社１社で構成された所在地別セグメント情報を報告セグメントとして
おります。

 
Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 中国 計

売上高      

外部顧客への売上高 11,917,125 50,170 11,967,296 － 11,967,296

セグメント間の内部売上高又
は振替高

122,010 2,734,708 2,856,718 △2,856,718 －

計 12,039,135 2,784,878 14,824,014 △2,856,718 11,967,296

セグメント利益（注）３ 1,094,281 134,005 1,228,286 △319,317 908,969

（注）１.　セグメント利益調整額△319,317千円には、セグメント間取引消去30,701千円、各報告セグメン
トに配分していない全社費用△287,311千円及び棚卸資産の調整額△62,707千円が含まれており
ます。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　　３.　追加情報に記載のとおり、表示方法の変更に伴い、セグメント利益の組み替えを行っておりま

す。この結果、日本で17,631千円セグメント利益が増加しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 中国 計

売上高      

外部顧客への売上高 11,256,703 39,868 11,296,572 － 11,296,572

セグメント間の内部売上高又
は振替高

88,642 2,524,002 2,612,645 △2,612,645 －

計 11,345,346 2,563,871 13,909,217 △2,612,645 11,296,572

セグメント利益 740,602 183,620 924,223 △340,970 583,252

（注）１.　セグメント利益調整額△340,970千円には、セグメント間取引消去26,742千円、各報告セグメン
トに配分していない全社費用△283,331千円及び棚卸資産の調整額△84,380千円が含まれており
ます。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 36円66銭 27円２銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
599,664 442,799

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
599,664 442,799

普通株式の期中平均株式数（株） 16,355,785 16,386,961

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 35円64銭 26円24銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
― ―

普通株式増加数（株） 468,580 484,065

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

― ―

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（中間配当）

平成27年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………147,758千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………９円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年12月４日

　（注）　平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

 

（重要な訴訟事件等）

　当社は、平成26年８月28日付にて、JFE継手株式会社から特許侵害による訴訟の提起を受けており、現在、大

阪地方裁判所にて係争中であります（損害賠償請求金額　363,000千円）。

　当社としては、正当な論拠を主張し、勝訴すると確信しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月13日

株式会社ケーブイケー

（商号　株式会社ＫＶＫ）

取締役会　御中

 

監査法人アンビシャス

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　実郎　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 諏訪　直樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ケーブ

イケー（商号　株式会社ＫＶＫ）の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成27年７月１日から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケーブイケー（商号　株式会社ＫＶＫ）及び連結子会社の平

成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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